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国語 3件 1%

音楽 3件 1%
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 3件 1%
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地域人材,
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学社連携・融合事業の市内全小・中学校実施２年目となりました。先に開催された市学社連携会議において、
平成17年度事業の実施報告がありました。今後は、この「学社連携通信」を通して、学社連携・融合に関する

情報を随時提供して参ります。

◇ 平成17年度実施事業について

実施事業数は、小学校が936件、中学校が285件となっており、小中学校とも、教科別では「総合的な学
習の時間」、連携融合先別では「地区団体」、取り組み形態別では「講師型」が多い状況です。
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地域活動型,

73件, 26%

交流型, 42
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型, 14件, 5%

共同学習型,

4件, 1%

複合ﾀｲﾌﾟ,

 3件, 1%

参加型,

 24件, 8%

講師型, 125

件, 44%

中学校

 285 件
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その他
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8%
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公民館,
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◇ 事業の成果と課題について（平成17年度事業実施報告書から）
	
	成　　　　　  果
	課　　　題

	児

童

・

生徒
	① 直接の体験を通して学習意欲が増した。

② 自ら課題を持ち解決しようとする主体的な学習態度が身についてきた。

③ 職業や将来、自分の生き方を考えるようになった。

④ 地域への理解や誇りを持つことができた。

⑤ 心の交流、思いやり、畏敬の念、感謝の気持ち等を育てることができた。                               
	① 体験だけで終わらないために、事前・事後の活動を充実させる必要がある。

② 共同で学習する場が少なかった。

③ イベント的なものから継続的なものへの発展が必要。


	学

校
	① 学校が地域とともにあることを再認識した。

② 教師にとっても良い研修の機会になっている。

③ 子どもたちの変化、地域の一生懸命さに触れ、教職員の意識が高まってきた。

④ 専門家の話は、子どもたちの関心・意欲・態度を高め学習効果が上がった。
⑤ 学校独自の人材バンクが開発できた。
	① 日程設定が難しかった。年間計画をもとに見通しをもって取り組む必要がある。

② 講師型が多いので活用形態に工夫したい。

③ コーディネート力を身につけたい。

④ 教師や保護者によるチームを組織して機能させていく必要を感じた。

⑤ 事前打ち合わせを行い、ねらいや役割り分担を明確にする必要がある。

⑥ 校外活動の場合、移動手段の確保が大変。

	連携

・融合先
	① 地域の子どもとして、同じ視点に立って教育にあたるという意識が高まった。

② 子や孫でなくとも、地域の子どもとして育てたい。

③ 自分たちも児童と共に学習しようとする意欲が高まった。

④ 子どもの明るさや素直さを知り、次の活動に意欲的になった。

⑤ 学校への理解が深まった。
	① 連携から融合への転換がまだ図られていない。

② 指導内容の共通理解を図る必要がある。

③ お互いに反省点を出し合い、継続的・発展的に進めていく必要がある。
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発  行　いわき市学社連携会議





「学社連携通信」に関するお問い合わせは、市学社連携会議事務局（生涯学習課）電話22-7543又は、e-mail  � HYPERLINK "mailto:kyoiku-shogaigakushu@city.iwaki.fukushima.jp" �kyoiku-shogaigakushu@city.iwaki.fukushima.jp� までお寄せ下さい。











